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は じ め に 

 

 いまや日本の外国語教育において、中国語教育は重要な地位を占めるに至った。今後、

さらにその比重を増していくにちがいない。年を追うごとに、大学でも高校でも、外国語

科目に中国語を置く状況が広がりを見せている。しかし、それに対する教員、教材、課程

などの手当てがなお十分に行われているとは言い難い。中学校、高等学校の学習指導要領

において、中国語は｢その他の外国語｣のあつかいであり、なにをどのように教えるのか、

指針は得られない。大学では学習者増にともない初級テキストが百花繚乱の様相を呈して

いるが、いまだ学習すべき内容の標準化には至っていない。これには、中国語という言語

に、他の外国語と異なり、文法にせよ語彙にせよ、ルールや基準の設定が容易でない面の

あることも否めない。また、日本人の中国語学習には、日本語における漢字と漢語の存在

から、他の外国語学習とは異なる取り組みを要することもある。しかし、だからといって、

現在そして将来の日本の中国語教育を考えるとき、これまでの状況でよいはずはない。中

国語教育に、なんらかの基準づくり、あるいは規範化が焦眉の急であることは衆目の一致

するところである。 

 2002 年 3 月に発足した中国語教育学会は､その前身である全国中国語教育協議会の時期

から、研究会やセミナーにおいて、中国語教育の直面する課題に積極的に取り組んできた

が、04年 4 月には学会内に学力基準プロジェクト委員会を設け、もっぱら基準づくりに向

けた、具体的な成果を生み出す活動を開始した。そのうち、学校文法の領域では翌 05 年春

の大会で報告された｢初級段階の文法項目試案｣にもとづき、06 年 3 月には『中国語初級段

階の文法ガイドライン（試案）』が刊行された。この試案に対し、会員の意見を募り、委員

会による検討を重ね、学習語彙の選定を加え、本冊子『中国語初級段階学習指導ガイドラ

イン』が、ようやく出来上がった｡ 

 この冊子で示す初級段階とは、大学における第二外国語で毎週２回(１回は 90分)、２年

間を通じて学んだ場合の、合計 240 時間(中国と同じ 50 分授業として計算すれば約 200 時

間)の課程を考えている。また、高校から見た場合には、97 年からセンター試験に導入さ

れた中国語の出題範囲が意識されるものにもなる。初級段階をより明確に示すためには、

これに続く中級段階における文法項目と学習語彙の提示、さらにこの初級段階を前段(毎週

２回の第二外国語における第１年度)と後段(同第２年度)に分けた提示が望ましく、試案で

はその旨ふれていたが、試案に寄せられた会員の意見に対する補充説明などと合わせて、

今後なんらかの形で別に解説書で説明することとしたい。したがって、文法項目表では項

目の提示と簡単な説明にとどめている。ただし、とくに文法用語について、両論併記の形

式をとった項目は試案より踏み込んだ記述をした。詳しくは「まえがき」を参照していた

だきたい。学習語彙表についても語彙の選定方法をはじめ、詳しくは語彙表の「まえがき」

を見ていただきたい。 

 学校教育における中国語には、いまだ学習指導要領に記述が見られないが、高校中国語

教員の組織する高校中国語教育研究会は、99 年に「なにをどこまで教えるか」を示すガイ

ドラインとして、『高校中国語教育のめやす』を公刊している。今回の『中国語初級段階学

習指導ガイドライン』編さんにあたっては、取りまとめの形式をはじめ、同書に負うとこ

ろがある。また、中国において 02年に刊行された外国人向け中国語教育の教学大綱（学習

指導要領）は、日本人学習者に特定したガイドラインの設定を促す刺激を与えてくれた。 

 なお、学力基準プロジェクト委員会の委員氏名等は最終頁を参照されたい｡(輿水優 記） 
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文 法 項 目 表 

 

ま え が き 

 

  ここに示す文法項目表は初級段階の学習者が習得すべき文法項目を掲げたもので、初級

段階とは､ 大学における第二外国語で毎週２回(１回は 90 分)､２年間を通じて学んだ場合

の、合計240時間(中国と同じ50分授業として計算すれば約200時間)の課程を考えている｡  

  項目表は左右２段組みで、各ページとも左側に文法項目とそれぞれに対する簡単な説明、

右側に例示の語句あるいは文が配置されている。したがって、各項目とも左右を対照して 

見る形式になっている。各項目において破線で囲んだ説明は、主として文法用語や学習の

範囲について注意すべき点を記している。 

 この文法項目表は学校文法としてのわく組みを示したもので、項目の配列に学習の順序

が示されてはいない。また、初級段階を越えて引き続き学ぶこととなる項目について、初

級段階における学習範囲の提示がかならずしも十分ではない。本来ならば初級段階をより

明確に示すため､ これに続く中級段階における文法項目を掲げ、さらに初級段階を第１年

度と第２年度に分けて示すとともに､ 学習の順序についてもふれるべきである。すなわち、

同一項目でも、初級段階の前段では文法項目とせず語彙の問題としてあつかい、後段で文

法化する、といった学習の道筋も示すことが望ましい。しかし、この項目表ではたとえば

兼語文において、初級段階ではその呼称を用いずに連動文の範囲であつかい、中級段階で

は呼称とともに、やや複雑な構文にも及ぶ、といった説明はしているが、各項目にわたる、

詳しい記述は割愛し、別途に解説書の編さんなどを考慮することとした。 

 各項目の例示に用いられる語彙は、原則として後掲の学習語彙表に収録されている語の

範囲に限った。しかし、わずかではあるが左上に＊を付した語は表外の語彙になる。なお、

品詞の部分で名詞、動詞、形容詞以外の例示は学習語彙表に収録の、すべての語を掲げた。

この文法項目表の策定にあたっては、初級段階における中国語文法のわく組みを設定し、

体系と内容はできるだけスリムにすることを心がけた。漢字漢語を知る日本人の中国語学

習という前提で、既習の英文法などに引きずられず、文法用語については違和感の少ない、

受け入れやすいものを選ぶこととした。また、文法学習そのものを目的とせず、教材作成

や教室における指導時に依拠すべきガイドラインとして用いるものとして作成した。学習

者が中国語らしさを体得し、ことばのルールを把握するためのガイドにしていただきたい。 

 

 文法項目表の構成 

  １ 字と語 

  ２ 単語と連語 

  ３ 文の成立 

  ４ 文の種類①（構造上の分類） 

  ５ 文の種類②（肯定文と否定文） 

  ６ 文の種類③（用法上の分類） 

  ７ 文の成分 

  ８ 品詞 



１ 字と語 

漢字は一つ一つが意味を有し、その

まま単語として単独に使えるように

思えるが、字＝語とは限らない。 

  

  この項目については、中国語と日本語が同じ漢字を使っていても、中国語では多くの

字が“大小”の“大”や“小”のようにそれぞれ意味を有し、単独にそのまま語として

も用いられるものの、なかには“咖啡”の“咖”や“啡”のように、それぞれ単独では

意味を有さず単用できないものや、また“男女”の“男”や“女”のようにそれぞれ意

味は有するが単用できないものがある一方、日本語では、たとえば男や女のような字で

も訓読みすれば単独に語として使うことなど、字と語の関係が中国語と日本語で異なる

ことを入門期に説明するか、あるいは特に講ずることをせず、発音練習用の語句の例示

などに工夫しておき、必要な時に付言してもよい｡ 

   

１－１ 漢字は表意文字だと言われるが、

すべての漢字が意味を有するわけ

ではない。日本語は一般的に漢字が

表意、仮名が表音の役割を分担して

いるが、日本語と文字体系の異なる

中国語においては漢字が表音文字

としても使われる。音訳の外来語、

擬声語、感動詞に当てた漢字がその

例になる。 

 

 

 

 

 

たとえば、“丁”や“当”のよう

に、個々の漢字は意味を有していて

も、擬声語の“丁当”においては表

意の働きをしない、当て字に過ぎな

い。外来語の“咖啡”、“葡萄”も同

様である。“
*
拖拉机”(tuōlājī：ひ

きずる＋引っ張る＋機械→トラク

ター)のように、外来語には当て字

が表意の働きもしている例がある。

ブランド名の“
*
奔驰”(bēnchí：速

く走る→ベンツ)など、同種の例は

商標や商品の音訳語に多い。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

⇒1-1 の例示 

咖啡（コーヒー） 
*
葡萄（ブドウ） 

*
丁当（カチャン＝金属がぶつかる音） 

*
汪汪（ワンワン＝イヌの鳴き声） 

哈哈（アハハ＝笑い声） 

１－２ すべての漢字が単用できるわけ

ではない。日本語は一般に音読みで

は単用できなくても訓読みすると

字がそのまま単語として使える

(例：男→×ダン、○おとこ)ことが

多い。 

  

 

 

⇒1-2 の例示 

男 → 男的    女 → 女的 

国 → 国家    春 → 春天 



“国”や“春”も文章語としては

単用する。 

 

国．破山河在    
*
四季如春． 

１－３ 単語（＝語）とは、独立して運用

できる、意味を有する最小の単位で

ある。 

複音節語のなかには、単語(＝語)

として成立させるための付加的な

成分を加え、運用される例がある。

例えば“海”は文章語としてはこの

まま使うが、話し言葉では“大海”

という。“大”は語構成の上で付加

したもので、語彙的な意味はない。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒1-3 の例示 

海 → 大海  虎 → 老虎 

帽 → 帽子    花 → 花儿 

１－４ 単語には、音節数が１つだけの単

音節語と、２つ以上の複音節語があ

る。 

音節数と表記される漢字の字数

は一般的には一致するが、なかには

２字で１音節、あるいは１字で２音

節となるような例もある。 

 

 ⇒1-4 の例示 

山  河  人 

人民 我们 
*
马拉松（マラソン） 

花儿（接辞“儿”は音節として独立しな

い） 
*
浬(hǎi l ǐ、現在は l ǐと読む)＝

*
海里 

１－５ 音節数に関係なく、意味を有する

最小の単位(“语素”)が１つだけの

単語を単純語と呼ぶ。２つ以上の単

語を合成語と呼ぶ。合成語はふつう

複音節語であるが、なかには単音節

の語もある｡ 

 

 単純語の例 

単音節語 →人   我 

複音節語 →葡萄   丁当   马拉松 

合成語の例 

 複音節語 →人民    我们    拖拉机 

 単音節語 →俩（＝两个） 

  字と語の説明で、「最小の、音義の結合体」を指す“语素”(形態素；morpheme)という

術語の使用は、初級段階では避けるが、漢字と語素、語素と単語のそれぞれの関係を認

識することは中国語文法において重要であり、中級段階では用いたほうが説きやすい。 

   

１－６ 合成語には組み合わせによって

３種のタイプがある。 

 

 

 (1)重ねタイプ →妈妈  星星 

(2)付加タイプ →第一  我们 

(3)複合タイプ →(1－7)を参照 

１－７ 複合タイプの合成語には５種の

型がある。日本語では中国語から受

容した「漢語」に、その５種の型が、

そのまま反映している。 

 

 ７－３で述べるように、文成分の

賓語を目的語と言い換える場合は、

動賓型を動目型と呼ぶ。 

 

(1)主述型(複合語)  地震 

(2)修飾型(複合語)  黑板 

(3)補足型(複合語)  
*
打倒 

(4)動賓型(複合語)  注意 

(5)並列型(複合語)  人民 



２ 単語と連語 

２つ以上の単語を組み合わせると連

語（句；フレーズ）になる。連語には単

語の文法的な結合関係によって、５種の

型がある。 

 

 賓語の呼称を目的語と言い換える場

合は、動賓連語を動目連語と呼ぶ。 

 

 

(1)主述連語（主語＋述語） 他来 

(2)修飾連語（修飾＋被修飾）很好 再见 

(3)補足連語（動詞＋補足） 看完 

(4)動賓連語（動詞＋賓語） 吃饭 

(5)並列連語        猫狗    

   

２－１ 複合語の５種の型と、連語の５種

の型は基本的に構造が同じである。 

単語と単語が結んで連語になる

基本的な５種の型のほかに、連動連

語を加えることもある。複合語にも

連動型を見る。 

上記の５種の連語は実詞と実詞

の組み合わせになっているが、ほか

に実詞と虚詞(８の品詞の項を参

照)の組み合わせも加えることがあ

る。 

 

  

 

 

連動連語（動詞の連用） (我)去看 

連動型の複合語     借用 

 

 

介詞連語（介詞＋賓語） 从中国 

“的”連語（助詞“的”の後置）我的 

方位連語（方位名詞を後置する場所名詞） 

                      屋子里  椅子上 

２－２ 連語の５種の型は固定されるも

のではなく、たとえば補足連語と動

賓連語を合併して補充連語とした

り、動賓連語を“ 吃饭” と“ 下雨”

(存在・出現・消滅)の２種の型に分

けたりもできる。 

  

   

３ 文の成立 

単語と単語を一定の方式でならべる

と連語になる。単語と連語、また連語と

連語をならべても連語になる。 

連語がさらに大きな連語に包含され

なければそのまま文として用いられ、包

含されるなら文を構成する成分となる。 

ただし、文として成立するためには、

その連語が独立し得る存在でなければ

ならない。たとえば“吃了饭”という連

語は独立し得ないので文とはいえない。 

文は、その前後に一定のポーズ(停頓)

が置かれ、また文には一定のイントネー

ションがともなう。 

文章語では句読点によってポーズあ

るいはイントネーションを示す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な句読点（“标点符号”） 

句号（ピリオド） 。 

逗号（カンマ）   ， 

顿号（読点）     、（並列を示す） 

问号（疑問符）   ? 

感叹号（感嘆符） ! 



４ 文の種類①（構造上の分類） 

1)単文 

主述文 （主語＋述語） 

非主述文（一語文） 

 （存現文→７－４を参照） 

 ほかに、日常の話し言葉で用いられ

る命令、禁止、祈願の表現などには、

主語を略した非主述文が少なくない。 

2)複文(２つ以上の文を組み合わせ

る) 

接続詞を用いる複文 

 

  

 

他来了。 我是学生。 天气很好。 

谁？―― 我。 行。 什么？ 

有人。 下雨了。 

 

 

走吧！ 别看！ 加油！ 

 

 

虽然．．下雨，可是．．我去。 

因为．．下雨，所以．．我不去。 

接続詞と副詞を用いる複文  要是．．下雨，我就．不去。 

副詞を用いる複文  一．下雨，我就．不去。 

接続成分を用いない複文  不去不行。   人老了，身体差了。 

   

５ 文の種類②（肯定文と否定文） 

肯定文 

否定文 

 

否定副詞“不”、“没(有)”は述語の

なかで動詞や形容詞の前に置かれる｡ 

述語に否定以外の副詞や助動詞な

どが用いられている場合、否定副詞の

位置により、否定の範囲が異なる。 

  

我来。 他来了。 我是学生。 他很忙。 

我不来。  他没(有)来。  我不是学生。 

他不忙。 

 

 

都不是学生。  不都是学生。 

很不好。 不很好。 

不应该去。 应该不去。 

   

６ 文の種類③（用法上の分類）   

 文をその機能から分類する。それぞ

れ句読点の用法にも注意する。 

  

   

６－１ 平叙文（……。) 

 

 我来。  他来了。 我是学生。  他很忙。 

６－２ 疑問文（……？） 

①当否疑問文 

文末に置く助詞によって、語

気が異なる。平叙文のまま助詞

を用いず、イントネーションだ

けで疑問文にすることがある。

平叙文の後に“好吗?”、“行吗?”

などを添える表現もある。 

②反復疑問文 

述語の動詞が賓語(目的語)

をともなうⅤ＋Ｏの場合、Ⅴ＋

“不”Ⅴ＋ＯとⅤ＋Ｏ＋“不”

  

他来吗？  他来了吗？  他不来吗？ 

你忙吗？  他不来吧？ 他不来(吗)？ 

 

 

 

我一个人去，行吗？ 

 

他来不来？  他来了没有？  你忙不忙？ 

他是不是学生？  他是学生不是？ 

 

 



Ⅴの２形式があり、前者を

close  type 、後者を open 

type と呼ぶことがある。 

述語に助動詞を用いる場合

はふつう close type を使う。 

当否疑問文のすべてが反復

疑問文に書き換えられるわけ

ではない。 

 

平叙文の述語の前、あるいは

文頭または末尾に“是不是”を

置いて当否を問う形式もある。 

③選択疑問文 

④省略疑問文 

名詞(句)、代名詞の後に“呢”

を置く。 

⑤疑問詞疑問文 

 

 

 

 

○ 会不会说中文？× 会说中文不会？ 

○ 会不会中文？○ 会中文不会？ 

你好吗？(あいさつ)→× 你好不好？ 

你也来吗？ →× 你也来不来？ 

你还来吗？ →○ 你还来不来？ 

 

你是不是去游泳？ 

你去游泳，是不是？ 

 

你(是)今天去还是明天去？ 

我今天去，你呢？ 

 

 

他是谁？  你什么时候来？ 

６－３ 反語文（……？） 

 

 

 谁知道？  你还不去？ 

这不是你的书吗？ 

６－４ 命令文（……！） 

 

 请坐！  别客气！  你看！  快点儿！ 

６－５ 感嘆文（……！） 

以上のほかに、呼びかけ文を加え

てもよい。 

 真冷！ 多好啊！ 

老师！ 
*
女士们、先生们！ 

   

７ 文の成分   

  文法用語については、英文法で慣れている用語を利用するか、原語をそのまま使う

かなど、議論が多い。文の成分では、主語、述語(原語の“谓语”は用いない)は問題

ないが、賓語を英文法でいう目的語にすると“下雨”の類を説明しにくいので、原語

のまま賓語を用いる。ただし、説明の過程では目的語という呼称も許容されよう。一

方、補語は英文法でいう補語とは異なるので、中国語では後置する修飾成分(補足成

分)を指すものと説明を加え原語を用いる。それに対し、定語、状語は前置する修飾

成分であり、それぞれ日本語の連体修飾語、連用修飾語と、日本語の文法用語を使う。 

   

７－１ 主語 

行為者(動作・行為の送り手)ばかり

でなく、受け手や話題も主語になる。

中国語における主語＋述語の関係は、

話題＋説明といえる。しかし、文頭に

置かれた語句のすべてが主語(話題)

になるわけではない。“明天见”の“明

天”､“
*
屋里坐”の“屋里”は連用修

飾語である｡ 

 

  

书看完了。 这本书没有意思。 

明天开会。 
*
屋里开会。 

 

 

 

 

 

 

 



 主語の位置には、名詞や代詞ばかり

でなく、動詞、形容詞、動賓連語、主

述連語など述語性の成分も置くこと

がある。 

初級段階では、述語性の主語につい

ては一定の範囲にとどめるべきであ

る。主語が“什么”に置き換わるもの

はよいが、“怎么样”に置き換わるも

のは複文として見る方がよい。 

 

日本語に似て、主語の省略は多い

が、省略できない場合もある。 

 

 

去是对的。 干净最重要。 

买票不容易。 人多是好事。 

 

 

去不去一样。  →不管去不去都一样。 

短一点儿好看。 →要是短一点儿就好看。 

 

 

 

您吃点什么？  （敬意の表現） 

我教你英语吧。  (二重賓語)  

我想吃饺子。    (願望の表現) 

 

７－２ 述語（７－４も参照） 

名詞、数詞、数量詞のような非述語

性成分も述語になることがある｡ 

（このような文は、７－４の形容詞述

語文の後に名詞述語文として掲げて

もよい） 

 

  

他北京人。 今天星期五。 明天八月一日。 

现在八点四十。 他今年二十, 不是十九。 

 

 

 初級段階では、非述語性述語(名詞

性述語)の学習範囲を限定し、年月日、

曜日、時刻、年齢などと、出身地を述

べる表現(“他北京人”)などにとどめ

る｡ 

 →他黄头发。这张桌子三只腿。などは含

めない。 

   

７－３ 賓語   

 文法用語として、賓語は英文法で目的語とする文成分と似ているが、中国語では動作

動詞の動作を受ける語ばかりでなく、動詞との意味関係が多岐にわたるため、目的語の

呼称が適切でないこともある。入門段階では賓語を説明する場合に、目的語と呼ぶこと

もあり得る。用語として賓語が望ましいが、説明的には目的語も用いることとする。 

 

動賓連語における、動詞と賓語の意

味関係は多様である。 

 

  

吃饭  写信   去北京   是我   有人 

来客人   下雨   喜欢玩儿 

 動賓連語のうち、動詞と賓語の意味

関係を一般化しにくい(類型化できな

い)、個別的な慣用句は常用するもの

のみ熟語として取り上げる。 

 初級段階であつかわない例 

× 写黑板   × 吃
*
大碗   × 洗

*
温泉 

慣用句の例 

○ 开玩笑   ○ 开
*
夜车 

   

７－４ 述語の構成から見た基本構文 

動詞述語文 

賓語のない文 

賓語のある文 

 動詞“是”を用いる文 

 動詞“有”を用いる文 

  

 

我去。  你看！ 

我看书。 他去北京。 

他是学生。   今天(是)星期日。 

我有(一本)字典。   屋子里有人。 



 “有”の学習範囲は存在・所

有をあらわす場合に限る｡“这

孩子已经有我高了。”(“没有”

を用いた比較文は除く)、“他走

了有三天了。”などのような到

達を示す用法は範囲としない｡ 

  

 動詞“在”を用いる文 

 助動詞を用いる文 

助動詞は賓語に動詞あるいは

動賓連語のみをとることができ

る。 

“他会汉语”の“会”は動詞で､

“他会说汉语”の“会”は助動詞｡ 

 

 述語の構成が複雑な文 

  賓語が２つある文 

  賓語に主述連語を用いる文 

  述語に主述連語を用いる文 

  述語に動詞(句)が連続する文 

〔連動文〕 

①連続する動作､ 情況 

②動詞(句)の一方が動作の目的 

③前置の動詞(句)が動作の方式 

 “骑马去”のように､ ②③の

双方に読める例もある。 

④前置の動詞が“有”(1) 

⑤前置の動詞が“有”(2) 

⑥前置の動詞が請求、使役など

を示す(使動文) 

 你的字典在这里。  他在屋子里。 

他会说英语。 你能不能去？ 我想学汉语。 

你应该买一本。 

 

 

 

 

 

 

我教他英语。 我给他一本字典。 

我想他一定来。 

他身体健康。 

 

 

他看完电影去买东西。 

他去看电影。 他看电影去。 

他坐飞机去北京。 他站着说话。 

 

 

有工夫玩儿。 没有话说。 

有一个学生来找你。 今天没有人来。 

 

我请他来。 我叫他帮忙。 他让我回家。 

 以上の連動文のうち、⑤⑥を

兼語文とも呼んでいるが、初級

段階では連動文の一種として

あつかい、中級段階以後に兼語

文の組み立てを説明する。 

兼語文の範囲は拡大しない。 

 

賓語が動作・行為の主体となる文 

  〔存現文〕 

  存在をあらわす文 

  出現・消滅をあらわす文 

 

介詞句を連用修飾語とする文 

  〔処置文〕 

  介詞“把”を用いる文 

  〔受動文〕 

  介詞“被”などを用いる文 

  介詞“被”などを用いない文 

 

 

→ 連動文として説明する兼語文の例 

我们
*
选他当

*
主席。 借几本书给我们看。 

→ 兼語文の範囲に含めない例 

他喜欢这里安静。(賓語が主述述語) 

我们都叫他张
*
主任。(二重賓語) 

 

 

桌子上〔有／放着〕一本字典。 

下雨了！  今天刮大风。 

前面来了一辆车。 
*
村里死了一个人｡ 

 

 

我把这本书看完了。 

 

我被他打了一顿。 

老虎打死了。 



  〔比較文〕 

  介詞“比”を用いる文 

  介詞を用いず動詞“没有”を使 

  う文 

形容詞述語文 

名詞述語文 →(７－２を参照) 

 

  

今天比昨天热一点儿。 

今天没有昨天热。 

 

这个好。 那个好不好？  他很忙。 

７－５ 補語   

  英文法における補語と混同することも考えられるので、英語の補語とは異なることを

示すため、後置する修飾成分として説明する。ただし、結果補語などにおいて、“喝
*
醉、

学会”のように補語の部分が必ずしも動詞の修飾成分とはいえない構成となる例も少な

くない。 

 

①接続成分“得”を必要としない補語 

  

 

結果補語  吃完  学好   记住   说清楚 

  入門段階で学ぶ結果補語の多

くは動詞と補語の結びつきが熟

語化しているので、一定量の動補

連語を学ぶまでは、補足型の複合

動詞としてあつかう。 

  

 

看完   看见   看上   看
*
惯 

  介詞句(介詞＋賓語)を結果補

語として用いることはない。 

 她住在北京。 → 住在＋北京 

 “到”“在”“给”などに導かれ

る、到達点を示す介詞句を補語と

してはあつかわない。この３語は

前置の動詞と複合動詞となり、そ

の後に到達点を示す賓語を置く｡ 

 他坐在椅子上。    他死在了法国。 

每天都睡到中午。  好容易走到了他家。 

借给他一百块钱。  把那本书送给了他。 

 

方向補語 

方向補語には１音節語の単純方

向補語と２音節語の複合方向補語

がある。後者は派生義に用いる場合

が少なくない。 

  

拿来   出来   拿出来  

来  去  上  下  进  出  过  回  起 

(上 下 进 出 过 回)＋(来/去)、起来 

 

看出来   想出来 

方向補語の説明では、わずかな

用例から、方向補語のすべてを列

挙することは避け、入門段階では

個別の複合動詞としてあつかう。 

  

方向補語と動詞に対する賓語の

位置(初級段階では簡潔に説明) 

 走进教室   进教室来   走进教室来 

拿出一本书来   拿出来一本书 

 

可能補語 

動詞の後につづく結果補語や方

向補語との間に“得”“不”を挿入

し、実現の成否をあらわす組み立て

はいわば結果補語や方向補語から

派生した形式になる。 

  

 

看得完   看不见  拿不来   拿得出来 

 

 

 

 



ほかに、可能補語としての後置

成分(接辞)を加える形式もある。後

者のうち“～得”、“～不得”は初級

段階ではあつかわない。 

～得/不了→忘不了 ～得/不起→买不起 

 

程度補語 

程度の強調を後置成分が示す。 

 

数量補語 

動作量、時間量、数量(比較の結

果を示す)。 

  

 

好极了   忙死了 

 

 

看一次   看一眼   看一看   看一会儿 

高一米   大一点儿 

数量補語を賓語(準賓語)とし

てあつかう考え方もあるが、ここ

では従来の考え方にしたがう。 

  

 

②接続成分“得”を必要とする補語 

状態補語 

この類を程度補語と呼ぶことも

少なくない。 

 

  

 

学得很好  说得大家都笑了 

７－６ 修飾語   

 (限)定語、状(況)語はそれぞれ連体修飾語、連用修飾語とする。 

①連体修飾語 

接続成分“ 的” を用いない修飾語 

接続成分“ 的” を用いる修飾語 

②連用修飾語 

接続成分“ 地” を用いない修飾語 

接続成分“ 地” を用いる修飾語 

  

我妈妈  我家 
*
木头(的)桌子  白(的)纸 

我的字典  漂亮的衣服  他写的字 

 

快来    一天看完    慢慢(地)走 

很高兴地说    科学地研究 

   

８ 品詞   

品詞分類は単語の文法的性質による分類で、その単語の文法的な働きによって類を分け

る。「動作・行為をあらわすものは動詞」とするような、意味にたよった判断を排し、そ

の語がどんな語とどのように組み合わさり、どんな働きをするかという点に依拠する。 

品詞名については、若干の許容範囲を設け、それぞれカッコ内に示す。 

品詞は実質的な意味を有する実詞と、主に文法的な働きをする虚詞に大別されるが、前

者は以下に掲げる名詞から動詞まで、後者は介詞から擬声語までを指す。ここでは、《现

代汉语词典第 5 版》が 12 品詞とする分類にしたがい、ほかに数量詞を設け、数詞＋量詞

の連語で熟語化しているものも含める。各品詞における下位分類(附类)は同書と異なる。 

実詞のうち代詞、数詞、量詞と、虚詞は学習語彙表のすべての語を掲げる。 

   

８－１ 名詞 

抽象名詞を含め、名詞は数量詞の修

飾を受けることができる。 

一般名詞はふつう副詞の修飾を受

けない。 

  

 

 

 

 



一般名詞 

可算名詞、不可算名詞を問わず、数

量詞の修飾語が置ける｡ 

可算名詞は量詞“个”を用いること

ができるか否かで３類に分けられる。 

(1)特定の量詞を用いる 

(2)特定の量詞も、“个”も用いる  

(3)量詞“个”のみ用いる 

時間名詞 

場所名詞 

(1)単用して場所を示せる場所名詞 

→ 固有名詞など 

(2)一般名詞であるが、方位名詞を

後置せずに単用できる場所名詞。 

ただし、場所主語の位置に置く場

合は方位名詞を後置する。 

(3)一般名詞は方位名詞を後置しな

いと場所名詞として使えない。 

→(2)と(3)の区別 

 

方位名詞 

単用できる２音節方位名詞 

単用できない１音節方位名詞 

方位連語 

方位名詞を後置する場所名詞 

 

 

 

 

 

 

(一本)书 

(一把)椅子;(一个)椅子 

(一个)房间 

明天  现在  以前 

 

 

中国  北京  
*
长江 

 

商店(里)   教室(里)   
*
广场(上) 

 

公园里
*
菊花开了。 

 

 

他在商店(里)买东西。 

他在
*
铺子里买东西。 

 

里边 外边 上边 下边 左边 右边 

里  外  上  下  左  右 

 

屋子里  桌子上 

 

８－２ 代詞（代名詞） 

代詞は指示と代替の働きをする。 

  

  人称、指示、疑問の３類のうち、指示と疑問は述語になるものがあるので代名詞と

いう呼称を避ける。 

人称代詞(人称代名詞)  

 

 

指示代詞 

 

 

疑問代詞(疑問詞) 

 

 

疑問詞の非疑問用法 

 

 

 我  我们  你  你们  您  他  他们 

她  她们  它  咱们  大家  自己 

别人 

这  这个  这些  这里  这儿  这么 

这样  那  那个  那些  那里  那儿 

那么  那样  每  别的  有的 

谁  什么  哪  哪个  哪里  哪儿 

怎么  怎样  怎么样  多么  为什么 

几  多少(“几、多少”を数詞としない) 

什么都有。 没有什么。 要什么就给什么。 

好像在哪儿见过他。 

 

８－３ 数詞 

位数詞（単位となる数詞） 

係数詞 

 “十”は“万、亿”の前では係数詞。 

その他の数詞 

  

十   百   千   万   亿 

一 二 三 四 五 六 七 八 九 十 两 

 

零(〇)   半 



概数詞 

数量詞 

数詞＋量詞の連語 

 

多 

俩 

一点儿   一些   一会儿   一下 

８－４ 量詞（助数詞）   

 名詞の計量には名量詞、動詞の動作量を示すには動量詞を用いる｡ 

名量詞 

度量衡の単位のような純粋に計量

単位となる量詞と、事物の性質、形状

をも含意する､ 形態単位としての量

詞がある。 

 

 

 

 

動量詞 

 

  

 

 

 

个  种  只  双  对  点  位  口  家 

匹  头  条  棵  支(枝)  节  块  把 

片  场  张  本  封  座  辆  瓶  杯 

碗  件  套  句  公里  里  米  公斤 

斤  元  角  毛  分  刻  号  岁  倍 

次  回  遍  趟  下 

８－５ 形容詞  

動詞と同様にそのまま述語に用

いられるが、なかには述語になれな

いものもある。 

修飾語にも述語にもなる形容詞 

修飾語にのみ用いる形容詞 

述語にのみ用いる形容詞 

状態形容詞 

数量形容詞 

形容詞の重ね型 (状態形容詞) 

 

形容詞と動詞の兼類 

形容詞と名詞の兼類 

形容詞と副詞の兼類 

動作態助詞の付加 

 

  

 

 

 

好  大  忙  漂亮  干净  清楚 

男  女   
*
金   

*
银   

*
初级 

行   对 
*
雪白  

*
冰凉   

*
绿油油 

多   少 

好 →好好  好好儿 

明白 →明明白白 

高兴（高高兴兴／高兴高兴） 

科学  
*
理想 

好 

红了脸   红着脸  红过脸 

８－６ 動詞 

主として賓語との関係で下位分類

をする。 

自動詞（賓語をとらない動詞） 

他動詞（賓語をとる動詞） 

対象を示す賓語を介詞連語とし

て連用修飾語にする動詞がある 

助動詞（賓語は動詞、動詞連語など） 

動詞の重ね型 

動詞と名詞の兼類 

離合動詞（離合詞） 

動作態助詞の付加 

 

  

 

 

休息  游泳 

看  打  笑  哭  研究  告诉 

× 打听他 →跟他打听（cf.问他） 

跟他结婚  跟他商量  跟你说 

会说  会说英语  想去  想去北京 

看看   研究研究 

研究  工作  
*
报告  

结婚  见面  毕业   生气 

看了  看着  看过 


